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国立宮古海上技術短期大学校 宮古で授業再開！！

東日本大震災で被災した国立宮古海上技術短期大学校(清水良周校長)の1年生44名（2年生43
し み ずよしちか

名は４月１日から乗船実習中）は、大津波により、同校の教育設備の破損や練習船が陸へ打ち

上げられるなどの被害にあったため、4月7日より静岡市の国立清水海上技術短期大学校

（久保田栄次校長）に設置された仮校舎にて授業を行っていました。震災後、３ヶ月が経過、
く ぼ た えい じ

地元宮古市のライフライン等が復旧し、授業再開の準備が整ったことから、６月24日(金)に清

水の地を離れ、乗船実習から復帰した２年生とともに岩手県宮古市の本校舎に戻ることになり

ました。

宮古校の学生は、清水校の学生と同じ実習カリキュラムを行っており、実習設備等の都合上、

ゴールデンウィーク中にも実習に励み、仮校舎であったにもかかわらず、全員が元気に当初予

定していた授業や実習を終えることができました。

慣れない土地での不安を抱えてのスタートでしたが、市民の皆様に暖かく接していただき、

また、神戸及び横浜からご招待いただいての「カッターレースへの参加」や「お茶摘み体験」

などたくさんの思い出を抱えての帰省となります。

多くの方々に支えられ、一歩前進することができました。皆様に厚くお礼申し上げます。

今後の主な予定は次のとおりです。

６月24日（金）8:30～ 宮古校前期第一節終業式及び清水校とのお別れセレモニー

６月24日（金）～ 学生一時帰省（ゴールデンウィーク中の実習授業等の代休）

７月４日（月）8:30 宮古校にて前期第二節始業式、1・2年生対面式、その後、授業開始
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